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バイブルで否定される、“信仰のみ”の教義

キリスト教では、人は天国に入る前に（神による）義認を得なければならないと信じられ
ています。西方教会のキリスト教徒は、単に“信仰のみ”によってこの義認を得ることが出
来ると主張します。しかし、この“信仰のみ”の教義はバイブルにおいては否定されてい
るのです。興味深いことに、“信仰”という言葉は新約聖書の中で200回以上出てきますが、“の
み”という言葉が付随する場面はたった一度だけです。そしてこの二つの言葉が共に登場する場
面においては、その教義が明白に否定されているのです：
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このくだりでは、“信仰のみ”の教義が完全に否定されているのを見て取ることが出来ま
す。また、ヤコブの手紙2:14−18ではこのように書かれています：
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16????????????????????????????????????????????????????????????????????????????????
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17?????????????????????????????????????????

18????????????????????????????????????????????????????????????????????????????????
????????”???????2:14?18?

サタンでさえも、神を信じてはいましたが、かれは忠誠の誓いも、行いによってそれを確証
することもしませんでした。バイブルは続けます：
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一部のキリスト教徒は、イエスを自らの救世主であり、彼こそが神であると宣言する
だけで事足り、そうすることにより人は“生まれ変わる”のであると主張します。彼らは



、イエスを救世主であると宣言する、このたった一度の経験により、天の王国に入ること
が保証されると信じています。しかし、こうした概念はバイブルによって否定されてい
るのです。マタイによる福音書の7章21節は、ただ単に自らの主をイエスであると宣言するだ
けでは事足りず、救済を得るには神の戒律に従わなければならないとしています：

“???????????????????????????????????????????????????????????”????7:21?

神は人に対し、各自の両手の稼いだもの（行い）に釣り合うものを与えます。天の王国にお
ける永遠の生命を勝ち取るのに必要なのは、継続的に善行をし続けることだけなのです。バイブ
ルではこのように記されています：

“??????????????????????????????????????????????????????????????????????”?????2:6?7?

したがって、永遠の生命は善行をすることが条件なのです。バイブルは、善を行う者は
天国に入り、悪を行う者は地獄に入ると述べます：

“…????????????????????????????????????????????????”????5:29?

一部のキリスト教徒が信じるように、救済はにわかに達成されるものではなく、人生を通
して努力し続けることにより与えられるものなのです。バイブルはこう記しています：

“…???????????????????????????????”????????2:12?

バイブルはさらにこう述べます：

“???????????????????”????24:13?

バイブルでは、天国に入るには神の戒律に従わなければならないとイエス（神の慈悲と
祝福あれ）が言ったとされています。ここからも、信仰のみによっては救済を達成するに
は事足りず、天国での生命は神の戒律に従うことによって与えられることが明白にされ
ているのです。バイブルではこう記されています：

“??????????…??????????????????????”????19:17?



“信仰のみ”の教義に潜む危険性
行いの重要性を過小視する教義を伝播することには、大きな危険が伴います。多くのキリスト教
徒は、イエスが彼らの罪を免責したことから、罪深い生活を離れる必要がないと思い込んで
います。言い替えるなら、イエスが彼らに罪を犯す「フリーパス」を与えたと信じてい
るのです。そして、キリスト教徒が一週間に渡って罪を犯し続けながら、日曜日だけは教会
を訪れ、何があろうと彼らは救済されるのだという考え方に満足するのを見出すことが出来ま
す。この“一度だけ救われると、常に救われる”教義は、神に対する人の義務を忘れさせるの
です。そういった教義を宣教する宗教は、実際にはその追従者たちが正義の道からさまよい去る
ことを助けているのです。一方、イスラームではその追従者に対し、神の恩寵は信仰と行いに
よってもたらされ、人は天国を得るためには不断の努力をしなければならないと忠告
されています。ムスリムが一日に五回の礼拝をするのはこのためであり、ただ一度だけ
の出来事ではなく、人の一生をかけた廉直かつ継続的な努力なのです。

“信仰のみ”の教義は、全能なる神によって説かれたものではないため、冒涜的なものです
。“信仰のみ”の教義はクルアーンにおいては当然のことながら、バイブルでさえ存在し
ていません。啓典において全く根拠の見出せないものに従うことは、正しいことではありませ
ん。

結論
救済は神の恩寵を得ることによってもたらされ、それは内的な信仰と善き行いによって達成
されます。これが、クルアーンとバイブル双方において根拠を見出すことの出来る信条なの
です。神の約束とは、“内的信仰”と“善行”を通して恩寵が与えられることなのであり
、“信仰のみ”はそれに当てはまりません。

一部の人々は“信仰のみ”によって天国が約束されていると信じていますが、それは彼
らが実際に天国に入ることを意味しているのでしょうか？単に何かを信じるだけでは、実現はし
ないのです。あなたは、イエスが主であると信じるだけで私たちは救われる、とテレ
ビ伝道師が主張するのを耳にしたことがあるかもしれません。そしてチャンネルを変えると、



腹部に装着するだけで、一ヶ月で20キロも減量することの出来るようなベルトが声高に
宣伝されるのに出くわします。こうした約束は、テレビ伝道師による天国の約束と比べ、疑わし
さの点において相違はあるでしょうか？

自分の行い（ダイエット、運動など）を省みずに、そのようなエクササイズ・ベルトを買い、
それに頼り切ることはいかに愚かなことでしょうか。そういった人物のように、自分の
食生活や運動に無頓着なのであれば、ベルトで20キロ痩せられるという内的な信念を持つにも関わ
らず、やがて高脂肪によって動脈硬化が引き起こされ、心筋梗塞で死んでしまうかもしれ
ません。イスラームの信仰において、罪は心のしみです。罪を重ね過ぎると、心全体が黒い
しみに覆われて死んでしまいます。脂肪分が心臓を塞ぐように、罪は心を塞ぐのです。
真っ黒な心を神に提示する者は、“信仰のみ”という概念を信じるかどうかに関わらず、
天国に入ることは出来ません。自らの信念だけに頼る人物というのは、エクササイズ・ベ
ルトを頼る人物と似通っています。彼らは一時的にはそれのもたらす約束に惑わされ、満足し
ますが、やがて現実がその醜い頭を現し、人々は自らの行いの責任を問われることになるのです。

魔法のようなエクササイズ・ベルトは、欠如しているものを補わせると信じ込ませるため、
人々は健康な食生活と運動習慣に無関心になります。それと同じ様に、“信仰のみ”の概念は、行い
について人々を怠慢にさせるのです。このような人々が死んだとき、彼らは神の恩寵を
得るために人生で善行を積み重ねて来なかったことを嘆くでしょう。人は、苦労もせずに天
国が得られるという甘い話に乗せられるのではなく、人生の中で善行に励むべきなのです
。

クルアーンは私たちを虚偽で満足させるのではなく、真実を確証します。つまり、人は天国を得る
ためには不断の努力をしなければならないということです。偉大な報酬には、多大な努力
が伴うことは常識的なことです。全能なる神はこのように述べます：

“??????????????????????????”??????22:78?

また神はこうも述べます：

“?????????????????????????????????????????????????????”??????29:69?



私たちは、心で信じるだけでなく、行為として表に出すことによって、神のご満悦を得る
ことに努力しなければなりません。心の中の信念は何よりも重要ですが、そのことが
四肢による行為の重要性を取り消すことにはなりません。信仰の伴わない行為は不誠実であり
、行為の伴わない信仰は偽善なのです。
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